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1１．背景

⚫ 中国四国間連系線2回線運用時の熱容量限度値は、N-1故障時における健全回線の連続許容
温度から求まる潮流として、ケーブル区間の連続容量120万kWとしている。

⚫ 第27回系統ワーキンググループ（2020年11月18日）において、再生可能エネルギー電
源の最大限活用を目指した中国四国間連系線2回線運用時の運用容量拡大策（120万kWか
ら145万kWに見直す）について報告し、取り組みの方向性について了承された。

⚫ 今回、2021年度の運用容量算定に向け、下げ代不足時の熱容量限度値の考え方について整
理した。

【連系線の概要】

中国四国間連系線
（中国エリアへ）

関西四国間連系設備
（関西エリアへ）

阿南変換所

運用容量
120万kW

運用容量
140万kW

連系線 運用容量

中国四国間連系線
（本四連系線）

120万kW（熱容量）

関西四国間連系設備
（阿南紀北直流幹線）

140万kW（設備容量）

讃岐SS 坂出CH 児島CH 東岡山SS

架空送電線
19.1km

架空送電線
85.8km

OFケーブル
22.1km

連続容量 263万kW
短時間容量 310万kW

連続容量 120万kW
4時間容量 145万kW

連続容量 263万kW
短時間容量 310万kW
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２．熱容量限度値の考え方［通常時］ 2

⚫ 中国四国間連系線の熱容量限度値は、N-1故障時における健全回線の連続許容温度から求まる潮流として、
ケーブル区間の連続容量120万kWとしている。

＜考え方＞
➢Ｎ－１故障時における健全回線の連続許容温度から求まる潮流もしくは直列機器の定格電流に基づく潮流の値と
する。

＜検討条件＞
① 算術式

➢Ｐ＝√3VIcosθ［Ｗ］（Ｖ：電圧［Ｖ］、Ｉ： 許容電流［Ａ］、cosθ：力率）

② 検討断面
➢夏季（周囲温度：４０℃）

③ 電源制限・負荷制限の織り込み
➢なし

④ 想定故障
➢中国四国間連系線１回線停止

＜判定基準＞
➢ 送電線及び直列機器の定格熱容量のうち最小値となること
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３．熱容量限度値の考え方［下げ代不足時］ 3

＜考え方＞
➢下げ代不足時は、Ｎ－１故障時における健全回線の短時間許容温度から求まる潮流もしくは直列機器の定格電流
に基づく潮流の値とする。

＜検討条件＞
① 算術式

➢Ｐ＝√3VIcosθ［Ｗ］（Ｖ：電圧［Ｖ］、Ｉ： 許容電流［Ａ］、cosθ：力率）

② 検討断面
➢夏季（周囲温度：４０℃）

③ 電源制限・負荷制限の織り込み
➢なし

④ 想定故障
➢中国四国間連系線１回線停止

＜判定基準＞
➢ 送電線及び直列機器の定格熱容量のうち最小値となること

⚫ 下げ代不足時において、逆方向（中国向き）の熱容量限度値の考え方を短時間許容温度から求まる
潮流とする。
➢ N-1故障時の健全回線の潮流

通常時 ：120万kW（連続許容温度から求まる潮流）
下げ代不足時：145万kW（短時間許容温度から求まる潮流）
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４．まとめ 4

⚫ 再生可能エネルギー電源の最大限活用を目指した中国四国間連系線2回線運用時の運用容量
拡大策（120万kWから145万kW）を2021年度の運用容量算定に反映すべく、今回、下
げ代不足時の熱容量限度値の考え方を追加した。

⚫ 2021年度中の適用に向け、システム開発等の諸準備を進める。
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（参考）中国四国間連系線における熱容量限度値の考え方 5

出典：第5回運用容量検討会(2020年2月14日) 資料1-3より抜粋
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（参考）中国四国間連系線の運用容量拡大について 6

出典：第27回 系統ワーキンググループ(2020年11月18日) 資料1抜粋
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（参考）中国四国間連系線の運用容量拡大について 7

出典：第27回 系統ワーキンググループ(2020年11月18日) 資料1抜粋
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（参考）中国四国間連系線の運用容量拡大について 8

出典：第27回 系統ワーキンググループ(2020年11月18日) 資料1抜粋
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（参考）中国四国間連系線の運用容量拡大について 9

出典：第27回 系統ワーキンググループ(2020年11月18日) 資料1抜粋
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（参考）中国四国間連系線の運用容量拡大について 10

出典：第27回 系統ワーキンググループ(2020年11月18日) 資料1抜粋
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（参考）中国四国間連系線の運用容量拡大について 11

出典：第27回 系統ワーキンググループ(2020年11月18日) 資料1抜粋


